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姻虫物質特にその体腔液の脳に於ける作用に就て

山本 好明

大阪大学微生物病研究所寄生虫原虫学部（部長森下薫教授）

（昭和 31年 JO月1日 受領）

特別掲載

緒言

畑虫症に神経症状を呈する場合があるととは周知の事

実てあるが畑虫物質により直接或は間接に中枢叉は末梢

神経に惹起される変化は複雑なものであって詳細には知

られていないように思われる。私は動物の脳実質内に畑

虫物質主として姻虫体腔液を注入し，その直接作用によ

る変化を検討し且つ脳に於げる姻虫性アレルギー惹起の

可能性に就て考察した。

実験材料及び実験方法

姻虫体腔液は前報告に詳述したように採取し滅菌し

た。

飼育姻虫体腔液 ：！琢姻虫を 1%食塩水中に30°Cに保ち

1 日及び~o 日飼育しその体腔液を夫々採取滅菌した。

飼育液 ：豚姻虫合 2隻，中3隻計 5隻を1000倍昇/R水

中に 5牙間洗った後 1%減間食塩水て数回洗糠し，飼育

液として 1~o減菌食塩水 lOO ccを入れたコルパンに移し

72｝年間30・Cて飼育し， 5隻共生存したものに就て飼育液

を II 5 及び II 2 に減圧濃縮し Seitzi慮過器を通して滅菌

した。

アメリカ鈎虫抗原 ：！駆虫剤投与後の患者糞便より探医

したアメリカ鈎虫.＋ 99隻，平 111隻を生理食塩水て充分

に洗糠した後，109匂の虫体湿；立を含有するように生理食

血水を加え Homogenizerを用いて泥状となし涼結融

解〔ドライアイス，ア七トン之37℃，20回反復〉後，fa

分4000回転30分間遠心し上清を取り0.01%にγ ーゾニン

を加えが17.0に修正した液である。

実験動物：体重約lOgの雄マワス及び体重約 300gの

雄モルモット。

脳内注射 ：動物頭蓋の正中線より右側て右耳より梢後

方に於て皮膚を切開し白を露出し穿孔し！／5針を硝斜に

中心の方向にモルモツトては 0.5-;m，マウスては 0.2cm

Yoshiaki Yamamoto: On the actions of the subs-

tances from Ascaris lumbricoides., especially its 

body fluid, injected into the brain of animals. 

(Department of Parasitology, Research Institute 

for Microbial Diseases, Osal沼 University)
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挿入して体腔液其他の試験液をモルモットては O.lcc,

マウスては0.03cc注入した。

能動性感作刀法 ：モルモットの皮内に体腔液と 0.1

cc，腹腔内に 0.2, 0.5, 0.5ccJI目次隔日に注射し長－終

注射日より 15円後脳内注射を行った。

被動性感作JJlt：家兎に体腔液腹腔内注射を反復した

後採血して得た抗原価 1: 2 14，抗体価 1: 2 6を示ナ血

rr'J 4 ccをモルモットの心臓内に注入し翌「l脳内注射を行

った。

組織椋木はフォルマ リン固定，ハラフィン包埋を行い

へマトキシ リン・エオジン重複染色及び Mahon氏抑制

染色を行った。

実験 成 績

I.畑虫物質脳内注射後のマウス生存率

マワスは脳内注射直後多くは！？静止し立毛がみられ，n.~·， 

に主主懸，呼吸困難等の症状を呈するものもあるが20分以

内に回復する。叉何等異常を示さないものもあるが， ~EH

い~躍を起し瞬間死を来すものもある。これらの症状の

強弱は注入液の種類に関係しなかった。脳内注射後10週

に亘り観察したマウスの生存実数は第 1 表に， ：~｝ 3週及

び第LO週に於ける生存率は第・2去に示ナょうであって，

1週後では影響は無いが第 8週には体腔液及び l/s濃縮

飼育液注入の組に姥死動物が出現し消影響がみられ， !:j＇~

LO週にはかなり明｜僚に現われている。即！＞f本腔液 2回注

入の組が反も生存率低く ，体腔液 1回注入及び 1ん濃縮

飼育液のそれが50%，次に1口飼育胴虫体腔液及.，..，： I /2 

濃縮飼育液注入てあり ，10日飼育姻虫体腔液の例には殆

んど変化なく生理食塩水脳内注射の対照例ては姥死した

ものはない。

Il .姻虫体腔液の脳内注射によるモルモット脳の病理

組織学的変化。

脳内注射直後四肢産管，呼吸困難τ－を起し鑓死し，たも

のもあったが即時とれらの症状を呈した後回復した動物

は其後麻搾を来すととなく生存した。

1.能動性感作後体腔液脳内注射による変化（ 5時間
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姻虫物質脳内注射後のマウ ス生存数第 1表
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第 2表姻虫物質脳内出射後のマウス生存不

生 存

3 

5 5 5 5 5 1 ヌJc塩食理生

率

迎 第 10 週

信頼限界（信制度985'6) 5'6 信頼限界（信頼度98°0)

86.6 孟P孟 26.2 40.0 73.8 孟Pミ 13.4

93.5 孟P孟 55.8 50 . 0 73. 7 孟P孟 26.3
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後剖検， 2例〉

出血は注射部位：こ限「れ僅にその周辺に充血がみられ

る。神経細胞には処々に Chromatolysis及び核政締が

みられるのみで脱髄所凡はない。神経腰細胞にも変化は

殆んどみられない。 c~1i; 4図〉

4. 向上（21日後剖検〉

全般に両院の血管fit；張があり血管周附の細胞浸i閏及び

髄鞘の染色性低下が現れ神経細胞の核政縮，膨化がむ皮

にみられる。注射部位向辺には充血，神経細胞変性及び

神経腰細胞増加が著しい。

5.無感作動物のアメ リカ鈎虫抗原脳内注射による変

化（21日後押j検〉

充血， 神経細胞変性，神経躍細胞増殖及び血管周聞の

細胞浸潤が極く t怪litにみられ脱髄は殆んどない。 （第5

図〉

6.体腔液R芸作動物のアメ リカ鈎虫抗原脳内注射によ

る変化 （2H1後剖検〉

充血は軽微で神経細胞の変化及び神経腰細胞の増殖が噌

後剖検， 7例）

小血管，毛細管は脳実質内及び軟膜下に於て著明に拡

践している。全般に神経細胞の核膨化， u~縮， 空胞形成

が起り干fjlffi歪隠細胞の梢殖及び小円形細胞浸潤がみられ

る 注射部位の周辺には充血が特に強く処々小出血及び

脱髄がみられ，神経細胞の変化， 神経隠細胞の増殖及び

細胞浸l!'iJが強い。 〈第l図〉

2.被動性感作後体腔液脳内注射による変化（24日後

剖検〉

軟膜下には大小無数の出血W:があり ，白質にも末打i血

竹の？？明な拡張及び処ノセ小出血がみられる。 「i質には染

色性の低下した脱髄を思わせる変化が認められ神経細胞

には核膨化，融解，濃縮， Chromatolysis及び空胞形成が

みられ，Satellitosis,Neuronophagia及び神経腰細胞

泊殖が現われている。注射部位の周辺には高度の出血，

充血及び脱髄，神経細胞変性がみられる。 （第2図，第

3凶。

3.無感作動物の体腔液脳内注射による変化 c61時間
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鑑にみられるが脱髄はない。

総括及び考察

姻虫物質特に畑虫体腔液の動物に対する毒性及び毒

作用に就ては既に小泉教授及び其の門下の広範な研究が

あり，皮下，腹腔内及びmiト脈内注入及び経口投与による

・症状及びその致死霊が明らかにされている。私は畑虫症

には！！寺に神経症状がみられることから考えても姻虫物質

が脳に作用した場合惹起される変化に就ては一応検討し

ておく必要があると，思い先づマウス脳内に姻虫物質を注

入した後その生存状態を調べた。体腔液は豚腸内より採

取当日の畑虫及び 1日並に10日飼育した蜘虫より採集し

たものを用い，飼育液は 1/5及び l/2に濃縮したものを

使用して実験した結果注射後第8週迄は体腔液 2回注射

の組は40%舞死したが其他の組ては影響が少い。其後漸

次姥死例がみられ第LO週に於ては第2表のように体腔液

2回注射が生存率最低て，体腔液1回注射及び 1/s濃縮

飼育液注射は50%を示し低い。 1I2濃縮飼育液と 1日飼

育畑虫体腔液は共に約60%であり， 10日飼育姻虫体腔液

ては~0%となり対照の生理食塩水注射例と大差がない。

即！＞使用した畑虫物質の毒性をマウス脳内注射後の生存

率から観察すれば次のようになる。

体腔液＞1/s濃縮飼育液＞1/2波縮飼育液＞1日飼育畑

虫体腔液＞LO日飼育畑虫体腔液。

脳の病理組織学的変化に就て先づ姻虫体腔液による感

作後同液の脳内注射を行い剖検したモルモットの脳には

全般に充血が顕著に起り神経細胞の核膨化，融解，濃縮

及び Chromatolysis，空胞形成が現れ， Neuronopha 

gia, Satellitosisがみられ，神経躍細胞の増殖，脱髄現

象，小円形細胞浸潤が起る。とれらの変化は注射後5時

間よりも24日後観察した例に於てより著しい。無感作モ

ルモットに体腔液の脳内注射を行った場合には 6時間後

脳に僅に充血がみられ，神経細胞核濃縮が処々に起る

が脱髄所見は無い。 21日後には充血が著明であるが然し

神経細胞の変化，脱髄現象，神経腰細胞の増殖は感作動

物に比較して造に軽度てある。アメリカ鈎虫抗原を無感

作モルモットの脳内に注射すれば21日後脳には充血がみ

られ神経腰細胞の増殖があるが神経細胞の変化，脱髄所

見は極めて軽微であり，体腔液による感作動物にアメリ

カ鈎虫抗原を注射した場合にも同様変化に乏しいので体

腔液脳内注射による所見とは明瞭に区別される。従って

俸腔液は脳組織に対して特異的に作用するものと考えら

れる。以上のように最も顕著な脳の変化は体腔液て感作

Lたモルモットに同液を脳内注射した場合に起仇アレ
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ルギ一反応、が惹起されたのではないかと考えられる。

脳組織自身を抗原とする実験的脳アレルギーが多発硬

化症及び狂犬病予防接種後脱髄炎等のような脱髄疾患発

生の機序に関して研究されているが， 荒木 ・中西・佐

藤 ・香取 (l952）は卵白て家兎を感作した後抗原を脳槽

内及び頚動脈内に再注射して脳の組織学的変化を追求し

脱髄像は認めていない。畑虫体腔液による木実験に於て

は脱髄現象は実験的脳アレノレギーにみるような広範囲な

顕著なものではなく，充血，神経細胞の変化及び神経謬

細胞の増殖が苦しい。先に私は姻虫体腔液により皮膚及

び肺に Arthus現象が明瞭に惹起されることを報告した

が脳の変化はとれらに比べでは軽度て、あって壊死，広範

囲の出血は現われない。

結 論

姻虫物質は脳内注射によりマワスに毒性を示し生存

率を低下させる。とれは特に掴虫体腔液に就て顕著であ
、，
G。
姻虫体腔液の脳内注射はアメリカ鈎虫抗原のそれに比

較してモルモットの脳に著しい病理組織学的変化を生

U，体腔液による感作動物に行った場合は特に顕著であ

る。然しとの変化は体腔液による皮膚及び肺の Arthus 

現象に比較すれば軽度である。

終りに臨み御指導並びに御校聞を賜わった森下教授に

深謝し，病理所見の御教示を戴いた釜洞教授に謝意を表

し，医学部第一外科吉田卓郎氏の御協力に感謝する．

本論文の要旨は昭和28年日本寄生虫学会近畿支部第9

回例会及び昭和 31年日本寄生虫学会第25回総会に於て

発表した．
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附図説明

第 1図感作後体腔液脳内注射5時間後の脳組織像

充血，神経細胞の変化，神経腰細胞の増殖及び小円形

細胞浸潤がみられる．

第 2図 感作後体腔液脳内注射24日後の脳組織像

神経細胞には核膨化，融解， 濃縮， Chromatolysis, 

空胞形成がみられ， Satellitosis,N euronophagia 及び

神経腰細胞増殖が現れている． 充血は著しい．

第 3図 感作後体腔液脳内注射24日後の脳の髄鞘染色

髄鞘の染色性低下がみられ る．

第 4図 無感作動物の体腔液脳内注射 6時間後の脳組織

像

充血は程度で神経細胞核濃縮が処々にみられる．

第 5図 無感作動物のアメリカ鈎虫抗原脳内注射21日後

の脳組織像

充血及び神経跨細胞増殖が僅にみられるが村経細胞の

変 r~は殆んどない．

Summary 

By the injection of some kinds of substances 

derived from Ascaris lumbricoides into the brain 

of animals, the following results were obtained : 

1) The rates of surviving mice J 0 weeks after 

〔寄生虫学雑誌 ・ i:f~ 6巻 ・t(-:;1号

the injection vary according to the substances 

used, e.g.; 

a) With fresh body fluid. 40 ~o· by two injec-

tions and 50タ＇6by single injection. 

b) With body fluid of worms cultured. 64.3~6 

by injection of the material from worms cultured 

1 day, while 90.9 % for material from those 

cultured 10 days. 

c) With fluid in which worms were cultured. 

50% by single injection of the fluid in 1/5 con-

centration of the original volum whereas 63.65'6° 

in 1/2 concentration. 

d) With saline solution (control). 100タd sur-

vived. 
2) By the injection with body fluid, the brain 

of guinea pigs previously sensitized with same 

material showed distinct histopathological changes 

such as congestion, alternation in nerve cell and 

proliferation of neuroglia, while the demyeliniza・

tion was less notable. These findings, however, 

are less remarkable than those in Arthus pheno-

menon of the skin and lung previously pointed 

out by the author. 

3) In the brain of normal guinea pigs, the 

histopathological change due to body fluid was 

slight although it was more remarkable than 

that due to the substance from Necaton ameri-

canus. 
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